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２０２０年８月３１日 

各 位 

積水化学工業株式会社 

 

開発研究所にイノベーションセンターを開設 

～エレクトロニクス・モビリティ・住インフラ材の各戦略分野におけるイノベーション創出を加速～ 

 

  積水化学工業株式会社（代表取締役社長：加藤敬太、以下「当社」）の高機能プラスチックスカンパニー（プレ

ジデント：清水郁輔）は、1961 年に建設した同カンパニーの主要研究開発拠点である開発研究所（所在地：大阪

府三島郡）内に、規模拡大とイノベーションのさらなる加速を狙い、水無瀬イノベーションセンター（通称MIC）を

併設しました。MICの概要等は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． ＭＩＣ開設の「背景・ねらい」 

  当社は今年５月、2030 年までの当社グループの長期ビジョン「Vision 2030」を制定し、このなかで、「Innovation 

for the Earth」をビジョンステートメントとして掲げ、イノベーションを起こし続けることにより、サステナブルな社会の

実現に向けて、LIFEの基盤を支え、“未来につづく安心”を創造していくことを目指しています。 

  また、前中期経営計画（2017 年度～）より、“融合”を経営戦略上のキーワードとし、社内外の技術・機会・リソー

スの融合による新たな価値創出を図っています。特に高機能プラスチックスカンパニーの３つの戦略分野（エレク

トロニクス・モビリティ・住インフラ材）においては、通信業界における５Ｇの普及、自動車業界の自動運転を含むＣ

ＡＳＥの進展など、通信や自動車業界の変容に伴い、各分野を横断した人や情報の融合が、イノベーション創出

のため重要になっています。 

 MIC開設により、社内外での融合を促進し、社会課題解決と当社グループおよび高機能プラスチックスカンパ

ニーの成長に資するイノベーションの創出をさらに推進していきます。 

 

２．ＭＩＣの概要 

１）オープンイノベーションスペースの設置（展示・デモ実験エリア「テクノロジーガレージ」） 

MICの１階部分を、お客様のためのオープンイノベーションスペースとしています。 

同スペース内には、「テクノロジーガレージ」と名付けた展示・デモ実験エリアを設け、高機能プラスチックスカン

ＭＩＣ外観 

ＭＩＣ内観（１階） ＭＩＣ外観 
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パニーの最新技術・製品とともに、昨年制作したコンセプトカーを常設するほか、実験設備を備えた「ラボスタジ

オ」や打ち合わせスペースを併設。お客様との意見交換やプロトタイピングを促進し、スピーディーにイノベーショ

ンのタネを創出するとともに、お客様との関係強化も図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）社内での共創を促進するオフィスのレイアウト・設備 

２階～５階はアイデア創出スペース・オフィス・実験室・カフェテリアで、エレクトロニクスやモビリティ、住インフラ

材など同カンパニーの各戦略分野の社員間の交流・共創を促すため、らせん状の回遊型通路を採用するほか、

気軽に対話できるスペースを随所に設けるなど、設計上の工夫を施しています。これまで以上に、エレクトロニク

スやモビリティ、住インフラ等の技術や知見を融合したソリューションが求められていることに対応し、社内の技術

や知見の融合を図ります。 

 

 

３）コロナ禍の中での社内外コミュニケーション推進 

新型コロナウイルス感染防止の観点で、お客様との対面機会が抑制されていることも踏まえ、お客様とのウェブ

を活用した打ち合わせ・プレゼンテーションやプロトタイピング方法についても検討を進め、コロナ禍の中でも

MICを社内外のオープンイノベーション拠点として効果的な活用を図ります。 

 

４）ＭＩＣの建物について 

・所 在 地：大阪府三島郡島本町百山２－１ 

 （最寄駅：JR 京都線「島本駅」もしくは阪急電鉄京都本線「水無瀬駅」） 

・階    数：５階建 

・延床面積：5,967 ㎡  
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※「ZEB Ready（ゼブレディ：年間の一次エネルギー消費量の収支を設計値で 5０％以上削減した先進建築

物）」および「CASBEE（建築環境総合性能評価システム） S ランク」の各認証を取得しています。 

 

 

〔ご参考：当社の技術プラットフォーム（TPF）と、TPF を活用した高機能プラスチックスカンパニー製品事例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車の安全性・快適性向上に貢献！ 

ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）向けくさび形・遮音・遮熱中

間膜 「エスレック サウンド＆ソーラー フィルム W」 

自動車のガラスに必要な情報を映し出すＨＵＤ対応のくさび

形中間膜に、さらに遮音・遮熱の機能を付加。くさび角度制

御や多層押出成形、さらには原料配合やナノ分散などさま

ざまな技術を組み合わせることで複数の機能を高いレベル

で実現し、自動車の安全性、快適性向上に貢献していま

す。 

ディスプレイや電子機器の導通性能・導通品質安定に貢献！ 

樹脂コア導電性微粒子「ミクロパールＡＵ」 

均一な粒子径で、かつ表面に均一な厚みの金属層が形成されたミク

ロパールＡＵは、電極間に挟み込む

ことで、導通とギャップ制御の機能

を発揮する、電子機器に欠かせな

い製品です。液晶パネルや有機ＥＬ

などのディスプレイにも多く使用さ

れています。 

建築途中・建築後の延焼を抑制！ 

不燃材料認定・ウレタン系現場発泡断熱材「パックスフレイム」 

独自の樹脂配合技術により、有機材料では初めて国土交通大臣不

燃材料認定を取得したウレタン系現場発泡断熱材です。建築後はも

ちろん、建築途中の引火

による火災・延焼を抑制

でき、施工時間の短縮に

も貢献します。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

広報部    中村、水田                            Email：kouhou@sekisui.com 

TEL：03-6748-6467  FAX：03-6748-6547 

〔住インフラ材分野〕 

〔モビリティ分野〕 

〔エレクトロニクス分野〕 

〔技術プラットフォーム〕 


